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Abstract

A beidellite-like mineral rich in iron was found in an altered andesite at

Yamada, Hishikari-cho, Kagoshima Prefecture. Chemical analysis indicates that

the mineral is intermediate in composition between beidellite and nontronite. The

content of Fe203 is 10.50%. The iron content of the specimen is higher than iron

contents of smectites collected from another altered andesites in Kagoshima

Prefecture. Concerning the origin of the specimen, two hypotheses are considered.

One of them is that the mineral was formed from a nontronite-like mineral by weak

hydrothermal action or weathering. The other one is that the specimen was formed

by weak hydrothermal alteration, and the high content of iron depends largely
●     ●

on the composition of the original rock.

1.　は　じ　め　に

鹿児島県内には広く安山岩頬が分布し,それに伴って各地で熱水変質をうけた安山岩煩が粘

土化しているのがみられる｡これまで筆者らは,南九州の各地の安山岩類が熱水変質をうけて

粘土化している試料について調べてきた｡そして生成した変質鉱物としてはカオリン鉱物,セ

1)サイト雲母-モンモ1)ロナイtの混合層鉱物,スメグタイT,線泥声,沸石類などである
ことを報告してきた(Tomita et al, 1969; Tomita et al, 1970;立山ら, 1970; Tomita and

Dozono, 1973; Tomit etaU 1974;富田ら, 1974;富田ら, 1975),今回,菱刈町山田附近の

角閃石安山岩がせまい範囲において粘土化している試料を化学分析したところ,他の県内各地

でみられた安山岩の熱水変質によってできたスメグタイtに比較して,鉄が多く,バイデライ

tとノンtロナイTの中間の化学成分を示すことがわかったので,ここにこの鉱物の鉱物学的

性質を報告する次第である｡

2.試　　　　　料

この粘土化した試料の原岩は,菱刈町附近に最も広く分布する角閃石安山岩で,この地域で

は一番古い岩体であり,第三紀鮮新世に活動した火山岩頬の一つであると考えられている(大
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西, 1974),この岩体は各所で風化がかなり進んでおり,風化した岩石は淡青色から淡桃色で,

石基はかなりガラス質で,斜長石は自濁し,大きさは最大で4mm,平均で2mm程である.

またl--2mmの大きさの角閃石も肉眼で認められるがその量はそれ程多くない｡顕微鏡観察で

は,石基に多数の球顧状組織がみられる｡石基のすき問は隠微品質の鉱物で充填されている｡

他に0.lmm前後の鉄鉱物が存在する.菱刈町山田附近では,この岩石がせまい範囲ではある

が粘土化しており,そのうちの線色を皇した部分を採集した｡試料採集地点を第1図に示して

ある.この試料中にはほとんど不純物を含まないが,水ひをして2FL以下の試料について分析

をおこなった｡

3. X線　分　析

この試料のⅩ線粉末回折図を第2図に示してある｡原土そのままの試料にもほとんど不純

物が含まれておらず,かなり純粋なスメグタイtである(Fig. 2の1参照).水ひした試料の

d(001)は15.6Åを示し,エチレングリコール処理で17.3Åに伸びた｡300℃で1時間加熱し

た試料のⅩ線粉末回折図では, 5-6度に巾広いピークがみられ,かなり復水していることが

Fig. 1. Map showing the sample locality.

Fig. 2. X-ray diffraction patterns ot the

specimen after various treatments.

1. raw sample. 2. specimen less

than 2u. 3. treated with ethylene

glycol. 4. heated to 300-C for 1 hr.

5. heated to　500-C for 1 hr. 6.

heated to 800-C for 1 hr.
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Table 1. X-ray powder data for the specimen after various treatments

a: sample less than 2〝･

c: heated to 500-C for 1 hr.

b: treated with ethylene glycol.

a: heated to 800-C for 1 hr.

わかる　500-Cで1時間加熱すると, (001)のピークは10Aに移り　800-C, 1時間の加熱で

9.93Aに移った｡本試料のⅩ線粉末回折データを,エチレングリコール処理および加熱処理

後の試料のⅩ線粉末回折データと一緒に第1表に示してある｡ (060)の反射は1.503Åを示し,

本試料のb軸の観測値は9.018Åを示す｡

4.化　学　分　析

水ひした試料の化学分析値を第2表に示してある｡鹿児島県内では他の地域のあちこちで安

山岩類が熱水変質をうけてスメグタイトができているが,いずれも化学分析値からSi02, Ala03

を主成分とするバイデライtに近いスメグタイtであり>　Fea03が10%を越すものはいまま

でにみつかっていない.第2表に比較のために枕崎と滞生から採集したスメグタイtの化学分

析値を一緒に示した｡いずれも安山岩類が熱水変質をうけてできたものである0本試料はそれ

らに比較してFe皇03が多く,バイデライtとノン下ロナイtの中間の値をとる｡本試料が単一

Table 2. Chemical analyses of the specimen and related minerals

(1)　　　　　　　(2)　　1　　(3)

十●●`i:

it

i�"

i

ii

Tota1　　　　　　　　99. 9696　　　　　　99. 7096

(1) The Yamada specimen (Analyst: K. Onishi).

(2) The Kamoh specimen (Analyst: H. Ito).

(3) The Makurazaki specimen (Analyst: M. Dozono)
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の鉱物であると仮定し,八面体層中の鉄はすべて3価の鉄としてあっかい構造式をたてると,

(Si3.45Alo.55) (Alo.94Feo.673十Tio.oaMgo.W Oxo (OH) 2�"X�"(H20) 6.34

ただし, Ⅹ: (Na｡.09KO.07caO.3a)

となる｡

また交換性陽イオンとしてはCa2+イオンが一番多い｡

5.示差勲分析

本試料の示差熱分析曲線を第3図に示してある150oC附近に大きな吸熱ピ-クを示し,こ

れは吸着水と層問水の脱水によるものである｡また, 240oC附近にみられる吸熱ピークは層間

に含まれる陽イオンに吸着している吸着水の脱水によるものであり,交換性陽イオンが2価の

イオンが多いことが推定できる(Hendricks etah, 1940)｡ 550oC附近と670C附近に巾広い

吸熱ピークがみとめられるが,これらはいずれも構造水の脱水によるピークである｡バイデラ

イトの構造水の脱水による吸熱ピーク.は普通, 500℃と600℃の間に認められ,スメグタイト

中の構造水の脱水温度としては低い(Grim and Rowland, 1942)｡ 900-950℃にかけて吸熱

反応を伴う発熱反応が認められる｡

0　　　200　　400　　600　　800　1000 -C
Fig. 3. Differential thermal analysis curve for the specimen.

6.赤外吸収スペクトル

本試料の赤外吸収スペクトル図を第4図に示してある　3630cm-iに0-Hの伸縮振動によ

る吸収がみられ, 3200-3500cm-1にかけて巾広い層問水による吸収がみとめられる｡また,

1640cm-1に吸着水による吸収がタ'とめられる｡

7.電子顕微鏡観察

第5図に本試料の電子顕微鏡写真を示してある｡普通のスメグタイtにみられるような形の

はっきり定まらない不定形を示している｡
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Fig. 4. Infrared absorption spectra of the specimen.

8.考察

鹿児島県内に広く分布する安山岩類は,各地で熱水変質をうけて粘土化しており,スメグタ

イトが生成している場合がよく認められるが,それらのスメグタイトは比較的A120
2^3の多いバ

イデライトに近いものが多い.しかし,菱刈町山田附近の安山岩の熱水変質によって生成した

スメグタイtは比較的鉄が多く,Fe203が10%を越えている｡この試料のb軸の観測値は

9.018Åを示したが,MacEwan(1961)によって示された式を用いて化学組成からb軸の大き

さを計算してみると,

dioctahedral型として計算すると,

b(A-8.92+0.06(A14+)+0.09(Fe3+)+0.18(Mg)+0.27(Fe2+)-9.085Å

trioctahedral型として計算すると,

b(A)-9.19+0.06(Al4十)+0.12(Al3十ト0.06(Fe3+)+0.06(Fe2十-9.07Å

となり,trioctahedral型を仮定した方が観測値に近いが,dioctahedral型を仮定した場合と,

trioctahedral型を仮定した場合とではそれ程違いがない｡この鉱物の成因としては2つの考え

が可能である.1つは,この安山岩には比較的鉄鉱物が多いので,まず鉄の多いノントロナイ

t様鉱物が生成し,その後弱い変質作用または風化作用で鉄分が溶脱して本試料のような化学

成分をもつスメグタイトができたという考え方である｡もう1つは,この鉱物はかなり弱い熱

水変質作用でできたので,原岩の中の鉄成分をそのままとり入れて比較的鉄分の多いスメグタ

イtが生成したという考え方である.
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Fig. 5. Electron micrograph of the specimen.
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